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「出会いは人生を変え、人生を豊かに」 

 

校 長  佐久間 章匡 
 

２０２４年・辰年を迎えました、鳩中生の諸君、保護者の皆様、地域の皆様、本年もどうぞよろしくお願い

いたします。年末年始のお休みを含め１７日間の冬休みが終了し、新年、新学期のスタートを切ることがで

きました。この３学期の登校日数は１，２年生が５３日間、３年生は４７日間という非常に短い期間ではあり

ますが、１年間の総まとめの学期として有終の美を飾ってほしいと思います。また、３年生は次のステージ

へ飛び立つ準備期間として、鳩ヶ谷中学校での生活を楽しむとともに、後輩たちに良き背中を見せ、伝統

という見えない襷をしっかりと後輩につないでほしいと思います。 

さて、来月２月下旬にはいよいよ県公立高校の入試があります。７５期生（３年生）は自分の進むべき道

を決定する時です。私立高校等を第一希望とする生徒の中には、既に進路を決定している人もいますが、

７５期生全員が自分の進路実現に向けて最後まで諦めずに全力を尽くしてほしいと切に願っています。フ

レーフレー７５期生！！そして、７５期生という仲間との出会いに感謝し、残りの学校生活を、仲間と一緒に

過ごす時間を大切に過ごしてほしいと思います。 

ここで、私の人生に影響を与えてくれた「出会い」について紹介します。私の小学校時代の夢は「自動車

整備士」になること。この夢を抱いたのは私の父が自動車整備士をしていたからです。父のもとに生まれ

たこと、その「父との出会い」が整備士になるという夢を抱いた理由です。中学時代の夢は「保育士」か「教

師」になることでした。保育士になろうという夢を抱いた理由は「めぞん一刻と

いうマンガとの出会い」です。そのマンガの主人公は保育士を目指しており、

うだつの上がらない主人公に自分を重ねていたこともあり、保育士なることを

考えていました。また「教師」になろうという夢を抱いた理由は「担任の先生と

の出会い」です。温かい人柄の中にもダメなことはダメとしっかりと叱ってくれ

る強さ、休み時間には一緒に遊んでくれる優しさなど、心地良い距離感で接し

てくれました。こんな先生になって子どもたちにたくさんの刺激を、影響を与えたいと強く思いました。高校

時代は「自分の考えをしっかりと持った友だちとの出会い」からたくさんの刺激を受け、「企業への就職」か

「教師」になる夢を持ち大学を決めることになりました。大学時代は全国各地

から学生が集まるため、「様々な出身地の友だちとの出会い」から多くの影響

を受けながらも、自分の目指す道が絞られた時期です。大学卒業後に一時は

就職したのですが、人との関わりが好きな私は、職を改め臨時的任用教員と

して埼玉県小鹿野町で２年間を過ごしました。当時の「小鹿野中学校の先生

方、そして生徒との出会い」から必ず本採用の教師になるという決意を固めま

した。そして念願が叶い本採用で安行中学校に着任し、本校特別支援学級担任の「磯先生をはじめ多く

の教職員や生徒との出会い」から、子どもたちのために更に努力し、成長していかなければならないことを

感じさせられました。その後は他市や行政を経験し、教諭から教頭となった時代では「温かく素敵なＰＴＡ

本部の方々との出会い」から、学校を支えてくれる保護者、地域の方々との協働の大切さを痛感しました。 

人は様々な出会いの中で、大なり小なり影響を受けながら成長していきます。そして、その出会いの中

でそれまでの自分にはなかったものに気づかされます。もちろん、嫌な思いや悲しい思いをすることもきっ

とあることでしょう。けれど一生の中で無駄な出会いなど一つもないのです。どんな出会いも自分の考え

方、捉え方次第で自分の成長のステップになるのです。人との関りを避けずに、関わりを楽しむことができ

る人は、常に成長し続けることができる人であり、人生を楽しむことができる人なのです。鳩中生のみなさ
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ん、まずは自分自身を大切にし、そして今、あなたの周りにいる友だちを大切にし、これから新しく出会う

人たちも大切にしてください。たくさんの出会いからたくさんのことを学んでください。鳩中生全員が多く

の人に囲まれた豊かな人生を送ってほしいと願っています。 

終わりに、令和 6 年度に計画している大きな改革についてお話いたします。現在、文部科学省が「教師

のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くとともに、その人間性や創造性を高め、子どもたちに対し

て効果的な教育活動を行うこと」を目的として「学校における働き方改革」を強力に推進しております。こ

のことを踏まえ、本校は令和 5年度中に準備を整え、令和 6年度より新たな教育課程を立案・実践してま

いります。現段階では継続検討中であり、確定していないものが多いのですが、新たな教育課程として 

①登校時間の変更 ②完全下校時刻の段階的な変更 ③週当たりの 5 時間授業日数の変更 を考えてお

ります。詳しくは裏面をご覧いただき、この大きな改革に関する大枠をご理解いただければと思います。ま

た、この改革については、三学期の保護者会にて校長よりご説明させていただきますので、ご了承いただ

きますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物乱用防止教室 １２/１５ 

今年度の講演会のテーマは「お酒」でした。思い返してみると、飲酒は 2０歳以上になると認められています

が、２０歳未満の者においても「ちょっとぐらいは大丈夫でしょ。」と心のハードルが低くなりがちな傾向にありま

す。しかし、実は、急性アルコール中毒で救急搬送される人数の年代別の統計データによると、２０代の若者が

圧倒的に多く、命に係わる事故も少なくはありません。全ての子供たちが大人になる前に、お酒に関する正しい

知識を知っておく必要があります。講演の中では、保健委員がロールプレイ（役割演技）を行い、わかりやすく

説明していました。お子様が小冊子を持ち帰っていますので、是非ともご家庭でもご一緒にお読みいただき、お

酒に関するお話をしてみてください。 

 

 

 

1/9 火 始業式　【あいさつ運動】 21 日

10 水
校長会テスト③実力テスト①②給食開始
【あいさつ運動】

22 月
私立公立入試中心日3年（3年出席確認後下校）
GTECテスト（1～5限）2-123

11 木 発育測定 23 火
私立公立入試中心日3年（3年出席確認後下校）
GTECテスト（１～4限）2-45　新入生保護者説明会

12 金 英語検定 24 水
学習指導要領実施状況調査3-4
私立入試中心日6組

13 土 25 木
【あいさつ運動】
学習指導要領実施状況調査1-2，2-3

14 日 26 金 学習指導要領実施状況調査1-2，2-3，3-4

15 月 CBT調査1年生 27 土 制服採寸（体育館AM）

16 火 中央委員会　CBT調査2年生 28 日

17 水
専門委員会 【あいさつ運動】　ふれあいデー
公立入試6組

29 月 進路指導委員会　昼清掃特別日課

18 木 公立入試6組 30 火

19 金 生徒集会　餅つき6組 31 水

20 土

1　月　の　予　定

2/1（木）３年学年末テスト、１年校外学習　　2/2（金）３年学年末テスト
2/21（水）県公立学力検査、１・２年学年末テスト　　2/22（木）県公立実技検査・面接、１・２年学年末テスト
2/28（水）３年校外学習（東京方面）

 

令和５年度も、残り 3 ヵ月だね！ 

＜まとめ＞ 

１  死に至る「急性アルコール中毒」 

２  からだ中に起こる健康課題 

３  きわめて治りにくい「依存症」 

４  事件や事故につながる 

５  20歳未満は法律違反 



部活動の下校時刻の変更（予定） 令和６年度～ 

 

 

 現在、全国的に教職員の働き方改革が強く勧められています。特に、勤務時間を大きく超えて、部活動指導

を行っている現状について見直しの必要があり、川口市でも令和６年度から「部活動の終了時刻短縮」につい

ての方向性が示されました。そのことを受け、鳩ヶ谷中学校でも来年度から部活動の終了時刻を早めることを

前提に、日課の変更、教育課程の変更等を行う予定をしております。大きな変更点は以下の３点です。 

１点目は、朝の出席確認を８：２０にすることです。 

２点目は、完全下校時刻を早めることです。令和６年度中に、部活動の終了時刻を早め、現在、最長で １

８：００となっているものが、最終的に１６：３０になり、それに伴い完全下刻時刻が１６：４５となります。これにより、

令和６年度中には、部活動の活動時間は、現状、平日約１２０分程度行っているものが、平日６時間授業の日は

約３０分間、５時間授業の日は約９０分間になる見込みです。放課後、子供たちは多くの時間を、学校管理下で

はなく、家庭・地域の中で活動するということになります。 

３点目は、令和５年度は、「月曜日」のみだった５時間授業の日を「月曜日と金曜日」の２日間にすることです。 

５時間授業の日を２日間にすることにより、放課後の時間を増やし、短くなった部活動の時間を補填します。

なお、この変更により、各教科の学習内容が減ることはありません。例えば、国語・数学等各教科の授業時数は

令和５年度と同程度です。 

以上３点が日課、教育課程に関わる変更点となります。今後、校内で検討を行う中で、お示しした内容から

若干の変更はあるかと思いますが、大きな方向性を事前にご連絡させていただきます。保護者の皆様には、朝

の時間、放課後の日程が変わることで、様々な影響もあるかと思いますが、どうぞご理解・ご協力をお願いいた

します。１月には、７月にも実施した「学校評価アンケート」を実施します。その質問項目の中に、「部活動終了時

刻短縮」についての質問項目を追加しております。そこで、ご家庭の意見をお聞かせいただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

保護者クラブ（仮名）のモデルケース実施中 

本校で実施している「保護者クラブ（仮名）」についてご紹介します。 

現在、鳩ヶ谷中学校では、「ソフトボール部」と「ソフトテニス部」で部活動の地域移行に向けたモデルケースと

して、部活動とは別に「保護者クラブ」を設立して活動を開始しています。なお、この「保護者クラブ」は、参加を

希望する保護者からなる「クラブの保護者会」を組織し、運営を行います。現状、「保護者クラブ」はあくまでも

「部活動」を補充するものとして位置付けています。また、活動の実施においては、主な活動場所を本校として

いることからも、所定の規約に同意の上、校長承認の元で活動しています。 

さらに、各クラブの指導者として、教員が就くことを禁止しており、社会人指導者を充てることを原則としてい

ます。ただし、保護者クラブの指導を希望する顧問が、社会人指導者として指導に当たることについては、現段

階では例外的に許可しています。 

本校では、前述のとおり令和６年度より「部活動の時間の大幅な短縮」を行います。その中において、生徒の

活動を補充したい場合の解決方法の一つとして実施しているものです。鳩ヶ谷中学校では、教員のマンパワー

に頼らない形で、子供の「スポーツや文化活動」の実現ができるよう、子供たちや保護者の皆様の意向を聞き

ながら、部活動の地域移行を進めていきたいと考えております。保護者の皆様、地域の皆様にもご協力いただ

きながら、子供たちの活動の場、成長の場が１つでも多くできるよう模索してまいります。 

<保護者の皆様への連絡> 
 

出席確認が５分早まります 部活動の時間が短くなり、下校時間が早くなります ５時間授業の日が２日間になります 



 


